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昨
年
度
の
豪
雪
は
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
も
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
除
排
雪
な
ど
で
大
変

な
思
い
を
し
た
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
そ
の
豪
雪
に
よ
っ
て
、
空
き

家
倒
壊
の
恐
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
２
件
の
事
例
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
１
件
は
緊
急
性
が
あ
っ

た
た
め
、
道
路
を
通
行
止
め
に
し
、

消
防
な
ど
が
出
動
し
て
除
雪
す
る

騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
全
国
至
る
と
こ
ろ
で

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

町
で
も
無
人
と
な
る
空
き
家
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
条
例
制
定
前

に
行
っ
た
調
査
で
も
、
町
内
で
空

き
家
は
３
６
５
軒
あ
り
、
う
ち
倒

壊
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
家
屋
は

㆕㆕
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

空
き
家
条
例
は
、
皆
さ
ん
が
安

全
で
安
心
し
た
暮
ら
し
を
営
め
る

よ
う
制
定
し
た
条
例
な
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
空
き
家
と
な
っ
た

場
合
に
は
ど
ん
な
問
題
が
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、

●�

雪
や
強
風
な
ど
に
よ
る
倒
壊
の

危
険

●�

勝
手
に
空
き
家
へ
入
り
込
む
な

ど
犯
罪
や
火
災
の
恐
れ

●�

管
理
が
行
き
届
か
ず
害
虫
な
ど

が
繁
殖
す
る

　

な
ど
、
近
隣
住
民
の
暮
ら
し
を

脅
か
す
問
題
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
条
例（
と
規
則
）で
は

主
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

■
住
民
の
情
報
提
供

　

 　

危
険
な
空
き
家
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
、
住
民
の
皆
さ
ん
は

情
報
提
供
が
で
き
ま
す
。
発
見

し
た
と
き
は
、
役
場
総
務
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
町
の
実
態・立
ち
入
り
調
査

　

 　

危
険
な
空
き
家
の
所
有
者
調

査
や
、
立
ち
入
り
調
査
な
ど
を

実
施
で
き
ま
す
。
調
査
員
は
身

分
証
明
書
を
持
っ
て
い
ま
す
。

■ 

危
険
な
空
き
家
所
有
者
に
対

す
る
手
続
き

　

 　

所
有
者
に
対
し
て
、
町
が
行

う
手
続
き
を
定
め
て
い
ま
す

（
表
１
）

■
空
き
家
解
体
へ
の
助
成

　

 　

町
の
助
言
・
指
導
や
勧
告
に

従
っ
て
空
き
家
を
解
体
す
る
場

合
、
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

（
条
件
は
表
２
）

　

空
き
家
条
例
は
で
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
町
が
行
う
取
り
組
み
の
始

ま
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
町
で
は
す

で
に
空
き
家
の
把
握
や
調
査
に
向

け
て
職
員
が
町
内
を
巡
回
し
て
お

り
、
危
険
な
空
き
家
の
把
握
に
全

力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
主
に
空
き
家
の
危

険
を
取
り
除
く
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
ま
す
が
、
壊
す
こ
と
だ

け
が
対
策
だ
と
は
町
も
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
農
業
・
漁
業
体
験
な
ど

の
宿
泊
施
設
と
し
て
再
利
用
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
空
き
家
利
用

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
が
、
５
年
後
、
㆒₀
年

後
に
は
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
取
り
組
み
は
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
す
。

表１　空き家所有者への手続き

　
常
時
無
人
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の
適
正
管
理
を
目
指
し
た
条
例
が
、
町
議
会
㆒㆓
月
定

例
会
で
可
決
さ
れ
、
1
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
最
も
早
く
条
例
を
制
定

さ
せ
た
町
は
、
こ
の
条
例
で
ど
の
よ
う
に
空
き
家
対
策
を
進
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

空
き
家
条
例
が
目
指
す
も
の
と
は

背　
景

～
な
ぜ
条
例
が
必
要
な
の
か
～

条
例
の
概
要

条
例
制
定
は
取
り
組

み
へ
の
始
ま
り

県内最初の
条 例 制 定

表２　補助金の条件

■ 世帯全員の資産合計
が700万円未満

■ 主たる生計維持者の
所得が240万円未満

■ 補助金は解体費用の
1／2（30万円まで）

① 危険な空き家の発見
町の調査や住民の情報提供などで。

② 助言・指導
必要な措置を所有者にお知らせします。

④ 住所・氏名・勧告内容の公表

⑥ 代　執　行
このままではほかの住民に危険が及ぶと判
断した場合、町が代執行（所有者に代わっ
て取り壊しなどをする）を行います。代執
行の費用は、所有者に請求されます。

③ 勧　告
危険な状態と判断されれば措置を求めます。

従わないと

⑤ 命　令
危険な状態を解消するよう命令します。

従わないと



3 平成25年２月号

産　　業

生活・環境

　町では、皆さまの意見を参考にまちづくりを行うた
め、昨年12月18日～20日にかけて、地区懇談会を行
いました。
　東日本大震災もあり、防災関連への質問が多い懇談

会でしたが、ここ
では、他地区の皆
さまにも参考にな
るような意見を取
り上げてご紹介し
ます。

福祉・医療・介護

防災・まちづくり

教　　育

行　　政

あなたの意見を町政に

各地区で懇談会を行いました問　農産物加工販売施設とは？
→�　各種加工室を完備し、道の駅機能も持たせた施
設。現在のピュアを拡張するために建てる。

問�　燃える、燃えないごみの指定袋使い分けが徹底
されていない。
→�　決まりは守ってほしい。広報などでPRしたい。
（注：今月号の「町からのお知らせ」をご覧ください）

問�　自主防災組織とはどんなもの？
→�　自分たちの地区は自ら守るという意識で、住民
主体でつくる防災組織。災害発生直後、避難誘導
などですぐに対応できる強みがある。
問�　人口減少に対する施策は？
→�　公営住宅建設や、支援金・祝い金の支給、第２
子以降の保育料無料化などを行っている。
問�　海抜表示の利用方法を教えてほしい。
→�　津波避難の目安。中里地域でも岩木川のはん濫
などに備えて設置した。�（注：３月号でくわしく掲載予定）

問�　後期高齢者医療保険料は納税貯蓄組合で集める
ことができないのか？
→�　県が一括して賦課しているため、組合には委託
できないことになっている。
問�　敬老会の顕彰を老人クラブにお願いして取りま
とめできないか？
→�　会長が協力してもらえば可能だ。

問�　小・中学生に町に対する提言をもらっては？
→�　２月８日に子ども議会を行う。１つ、２つでも
できる提案は実施したい。
問�　学校給食に中泊産のものを使って。
→�　できるだけ使い、地産地消を進める。

問�　町職員の町民に対するあいさつや言葉遣い、応
対がよくない。
→�　ご迷惑をおかけしている。朝礼などの機会に何
度も注意しているが、このようなことがないよう
今後も指導していくので、ご理解をたまわりたい。

【春完成に向けて工事が進む加工販売施設】

【子ども議会に向けて町議会を傍聴】

【小泊支所に表示した海抜】

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました

こんな意見が
ありました


